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仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
 
に
お
け
る
梶
原
景
季
に
つ
い
て
 
 

小
井
土
 
守
敏
 
 

は
じ
め
に
 
 
 

言
こ
 
 
 

T
l
」
 
 
 

『
曾
我
物
語
』
の
異
名
本
と
仮
名
本
と
で
は
、
物
語
の
主
題
が
異
な
る
。
真
名
本
で
 
 

は
、
曽
我
兄
弟
が
敵
討
ち
を
遂
げ
る
ま
で
に
葛
藤
や
苦
悩
を
す
る
と
こ
ろ
に
主
権
が
あ
 
 

る
の
に
射
し
、
仮
名
本
で
は
、
兄
弟
が
如
何
な
る
姫
難
辛
苦
の
束
に
敵
討
ち
を
遂
げ
た
 
 

の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
主
箆
が
あ
る
。
 
 
 

仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
で
は
、
曽
我
兄
弟
が
敵
討
ち
を
遂
げ
る
ま
で
に
、
真
名
本
『
曾
 
 

■
F
曾
我
物
語
』
梶
原
景
時
・
真
幸
登
場
場
面
一
覧
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真
名
本
の
章
段
名
は
、
便
宜
上
、
東
洋
文
庫
の
小
見
出
し
に
依
る
。
 
 

我
物
語
』
に
は
見
ら
れ
な
い
様
々
な
障
害
が
設
定
さ
れ
、
兄
弟
の
敵
討
ち
と
い
う
行
為
 
 

自
体
が
、
如
何
に
難
関
極
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
強
調
す
る
。
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
 
 

梶
席
景
季
は
、
楯
斬
の
命
を
受
け
兄
弟
を
召
し
に
赴
き
、
兄
弟
が
密
か
に
随
行
す
る
狩
 
 

庭
で
兄
弟
を
尋
問
し
、
ま
た
、
兄
弟
を
騙
し
て
狩
庭
か
ら
遠
ざ
け
よ
う
と
し
、
兄
弟
に
 
 

好
意
的
な
畠
山
・
和
田
と
兄
弟
の
や
り
と
り
に
不
審
を
抱
き
、
遂
に
は
兄
弟
の
屋
形
を
 
 

襲
撃
す
る
。
他
に
、
女
性
を
巡
っ
て
時
致
と
争
う
等
、
敵
討
ち
を
阻
む
者
と
し
て
多
く
 
 

の
場
面
に
登
場
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
 
 

与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
景
季
の
そ
う
し
た
登
場
場
面
の
多
く
は
、
仮
名
太
に
増
 
 

補
さ
れ
た
記
事
に
お
い
て
で
あ
る
。
物
語
に
お
け
る
梶
原
景
季
の
登
場
場
面
を
、
父
景
 
 

時
と
併
せ
て
整
理
す
る
と
、
次
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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記
事
内
容
の
下
に
付
し
た
○
は
兄
弟
の
敵
討
ち
に
対
し
て
無
関
係
あ
る
い
は
中
立
で
 
 

あ
る
も
の
、
◎
は
兄
弟
に
友
好
的
・
好
書
的
な
も
の
、
●
は
兄
弟
の
敵
討
ち
に
と
っ
て
 
 

障
害
と
な
る
記
事
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
仮
名
本
で
は
、
景
季
が
兄
弟
に
と
っ
 
 

て
障
害
と
な
る
記
事
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
、
そ
の
仮
名
本
の
記
事
は
真
名
本
に
な
い
 
 

こ
と
、
そ
し
て
真
名
本
で
は
父
景
暗
が
、
仮
名
本
で
は
子
景
季
が
多
く
登
場
さ
せ
ら
れ
 
 

て
い
る
こ
と
が
一
見
し
て
わ
か
る
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
こ
の
梶
原
景
季
に
焦
点
を
当
て
、
『
曾
我
物
語
』
に
お
け
る
景
季
の
人
 
 

物
造
型
の
変
遷
を
跡
付
け
、
仮
名
本
で
曽
我
兄
弟
の
行
動
を
阻
む
人
物
と
し
て
造
型
さ
 
 

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
な
ぜ
景
季
に
そ
の
よ
う
な
役
割
が
与
え
ら
れ
た
か
、
景
季
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が
兄
弟
を
妨
看
す
る
と
い
う
設
定
に
よ
っ
て
、
物
語
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
お
こ
つ
た
 
 

の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
父
景
時
と
併
せ
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
 
 

平
氏
家
人
で
あ
っ
た
梶
原
景
時
は
、
石
橋
山
の
合
戦
の
際
、
椙
山
の
岩
屋
で
源
頼
朝
 
 

を
救
う
（
『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
八
月
二
十
四
日
粂
）
。
以
後
、
『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
 
 

翌
治
承
五
年
正
月
十
正
目
、
初
め
て
頼
朝
に
面
謁
し
、
「
文
筆
に
携
わ
ら
ず
と
い
へ
ど
 
 

も
、
言
語
を
巧
み
に
す
る
の
土
な
り
、
専
ら
賢
慮
に
相
叶
う
」
人
物
と
し
て
、
鎌
倉
幕
 
 

吋
草
創
期
の
柱
石
を
な
し
て
い
く
御
家
人
と
な
る
。
初
め
て
の
謁
見
か
ら
間
も
な
く
、
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若
宮
造
営
奉
行
（
治
承
五
年
七
月
）
、
北
条
政
子
出
産
の
雑
事
奉
行
（
寿
永
元
年
七
月
十
 
 

二
日
条
）
と
、
大
き
な
仕
事
を
こ
な
し
、
源
平
の
合
戦
で
は
、
木
曾
義
仲
追
討
の
戦
勝
 
 

報
告
が
鎌
倉
で
評
価
さ
れ
（
寿
永
三
年
正
月
二
十
七
日
粂
）
、
平
重
衡
生
捕
（
寿
永
三
牢
 
 

二
月
七
日
粂
）
な
ど
の
軍
功
を
あ
げ
て
い
る
。
文
治
元
年
四
月
二
十
一
目
の
条
に
は
、
 
 

「
凡
そ
和
田
小
太
郎
義
盛
と
梶
原
平
三
景
時
と
は
、
侍
別
当
・
所
司
な
り
」
と
あ
り
、
鎌
 
 

倉
幕
府
体
制
の
基
盤
で
あ
る
御
家
人
の
指
揮
管
理
を
す
る
侍
所
の
次
官
、
侍
所
所
司
で
 
 

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
幕
府
の
要
職
に
あ
っ
た
景
時
の
、
頼
朝
へ
の
報
告
あ
る
い
は
進
吾
 
 

は
、
「
謹
言
」
と
し
て
『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
し
て
い
く
と
、
 
 

義
経
に
つ
い
て
諌
言
（
元
暦
二
年
凶
月
二
十
一
目
粂
）
し
、
土
佐
住
人
夜
須
行
末
に
つ
い
 
 

て
埋
ノ
浦
合
戦
の
軍
功
に
つ
い
て
誤
認
、
「
護
訴
之
科
」
と
し
て
鎌
倉
中
の
道
路
の
普
請
 
 

を
命
ぜ
ら
れ
（
文
治
三
年
三
月
十
日
粂
）
、
畠
山
重
恩
を
護
訴
（
文
治
三
年
十
一
月
十
五
 
 

日
粂
）
、
越
後
守
安
田
義
資
が
女
房
の
聴
聞
所
へ
艶
書
を
投
じ
た
こ
と
を
訴
え
、
義
資
 
 

て
ヱ
 
 

は
鼻
首
（
建
久
四
年
十
一
月
二
十
八
日
条
）
、
安
達
景
盛
を
諌
訴
（
正
治
元
年
十
月
十
九
日
 
 

二
一
十
七
日
粂
）
、
結
城
朝
光
を
譲
吉
（
正
治
元
年
十
月
二
十
七
日
粂
）
し
た
事
等
が
挙
げ
 
 

ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
景
時
の
鰻
度
が
御
家
人
た
ち
の
反
感
を
呼
ん
だ
こ
と
は
、
正
治
 
 

元
年
十
月
二
十
七
日
の
粂
、
三
浦
義
村
の
 
 

凡
文
治
以
降
、
依
こ
景
時
之
謙
、
碍
レ
命
失
レ
職
之
輩
不
し
可
＝
勝
計
■
、
（
略
）
 
併
 
 

起
′
自
こ
彼
謹
一
、
其
積
悪
定
可
レ
奉
レ
帰
二
羽
林
一
、
為
－
世
為
レ
君
不
レ
可
－
有
－
不
二
対
治
。
 
 

と
い
う
発
言
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
翌
二
牢
正
月
二
十
三
日
、
梶
原
一
族
は
滅
亡
を
迎
 
 

え
る
。
 
 
 

『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
こ
う
し
た
、
謹
言
す
る
者
と
し
て
の
記
載
の
他
、
歌
よ
み
と
し
 
 

て
の
見
時
も
記
さ
れ
て
い
る
。
建
久
」
ハ
年
四
月
二
十
七
日
の
粂
で
は
、
住
吉
杜
に
将
軍
 
 

ニ
ュ
 
 

の
使
者
と
し
て
奉
幣
、
歌
一
首
を
柱
に
記
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
藤
原
実
定
と
の
交
友
も
 
 

あ
っ
て
、
歌
に
関
す
る
教
養
は
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
子
自
主
且
季
に
関
し
て
は
、
菱
和
元
年
四
月
七
日
「
殊
に
弓
箭
に
達
す
る
者
、
 
 

亦
御
隔
心
無
き
の
輩
」
と
し
て
、
頼
朝
寝
所
に
近
侍
す
べ
く
選
出
さ
れ
る
記
事
に
始
ま
 
 

り
、
文
治
元
年
四
月
十
五
日
、
左
衛
門
尉
任
官
、
正
治
二
年
正
月
、
一
族
の
滅
亡
の
記
 
 

事
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
も
多
く
の
記
事
が
載
る
。
父
景
時
同
様
、
頼
朝
の
近
辺
に
伺
候
 
 

し
、
栢
朝
の
有
力
御
家
人
の
一
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
景
時
の
よ
う
に
、
謹
言
 
 

す
る
者
と
し
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
文
治
元
年
十
月
六
日
の
条
、
京
で
義
経
と
接
触
し
て
鎌
倉
へ
戻
っ
た
景
 
 

季
の
報
告
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

梶
原
源
太
左
衛
門
尉
景
李
白
二
京
都
一
帰
参
。
於
二
御
前
■
申
云
。
参
∃
向
伊
予
守
亭
㌔
 
 

中
二
御
使
由
一
之
処
。
称
二
違
例
－
無
二
対
面
一
。
仇
此
密
事
以
↑
使
不
レ
能
レ
伝
。
帰
二
旅
 
 

宿
■
。
六
条
ホ
小
巧
相
コ
隔
■
両
目
■
。
又
令
レ
参
之
時
。
乍
レ
懸
二
脇
足
一
被
二
相
連
■
。
其
 
 

妹
誠
以
惟
倖
。
灸
有
二
数
カ
所
－
。
自
試
達
二
行
家
追
討
事
「
之
処
。
被
レ
報
云
。
所
 
 

労
更
不
レ
偽
。
義
経
之
所
－
患
者
。
縦
錐
レ
為
下
如
＝
強
編
■
之
犯
人
㌔
直
欲
■
乱
行
一
之
。
 
 

況
於
二
行
家
事
■
哉
。
彼
非
二
他
家
。
同
為
＝
六
孫
王
ノ
余
苗
一
挙
二
弓
馬
。
難
－
准
＝
 
 

直
也
人
。
遣
二
家
人
等
之
許
一
。
轍
難
二
降
伏
■
之
。
然
者
早
加
二
療
治
■
。
平
癒
之
 
 

後
可
レ
廻
レ
計
之
趣
。
可
二
按
廣
一
之
由
云
々
者
。
二
品
仰
日
。
同
二
者
行
家
』
之
間
。
 
 

構
■
虚
病
一
之
条
巳
以
露
顕
云
々
。
景
時
承
レ
之
。
申
云
。
初
日
参
之
時
不
レ
遂
二
面
 
 

拝
】
。
隔
＝
一
両
日
－
之
後
有
二
見
参
■
。
以
⊥
之
案
二
事
情
」
。
一
日
不
l
食
。
一
夜
不
レ
 
 

眠
者
。
其
身
必
倖
。
灸
者
文
雄
■
何
カ
所
。
一
瞬
之
程
可
レ
加
レ
之
。
況
於
レ
歴
二
日
 
 

数
－
平
。
然
者
一
両
日
中
被
レ
相
二
捕
如
し
然
之
幸
一
欺
。
有
＝
同
心
用
意
一
分
不
′
可
レ
 
 

及
二
御
疑
始
云
々
。
 
 
 

こ
の
報
告
に
は
、
景
李
白
身
の
意
見
や
思
惑
は
見
ら
れ
な
い
。
在
京
中
の
義
経
を
偵
 
 

察
し
て
き
た
報
告
で
あ
る
が
、
景
奉
は
、
忠
実
に
任
務
を
果
た
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
 
 

『
吾
妻
鏡
』
の
記
述
に
依
れ
ば
、
景
季
の
報
告
に
よ
っ
て
、
頼
朝
が
義
経
に
鞄
店
の
嫌
 
 

疑
を
掛
け
、
景
暗
が
そ
の
疑
惑
を
強
調
L
て
い
る
の
で
あ
る
∩
し
 
 
 

ま
た
、
景
奉
は
、
父
景
時
同
様
、
歌
よ
み
と
し
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
文
治
五
年
七
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月
二
十
九
日
の
条
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
 
 

越
二
白
河
蘭
」
給
。
開
明
神
御
奉
幣
。
此
間
召
二
貴
重
■
。
当
時
初
秋
候
也
。
韓
国
 
 

法
師
古
風
不
こ
思
出
一
哉
之
由
被
＝
仰
出
。
景
季
租
レ
馬
詠
＝
一
首
。
 
 

秋
風
二
幸
木
ノ
露
ヲ
払
セ
テ
君
ガ
越
レ
バ
関
守
モ
無
シ
 
 

奥
州
泰
衡
征
伐
の
途
上
、
白
河
の
関
で
頼
朝
に
歌
を
所
望
さ
れ
、
景
季
は
一
首
詠
進
し
 
 

て
い
る
。
奥
州
征
伐
の
最
中
に
は
、
景
季
の
弟
景
高
も
歌
を
詠
進
し
、
頼
朝
の
御
感
に
 
 

与
る
記
事
（
文
治
五
年
八
月
二
十
一
日
粂
）
が
あ
り
、
歌
道
に
通
じ
た
家
で
あ
っ
た
こ
と
 
 

が
わ
か
る
。
 
 
 

『
古
妻
鏡
』
の
記
述
か
ら
、
侍
所
所
司
景
時
は
、
洩
言
す
る
看
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
 
 

る
包
子
息
景
季
は
、
そ
の
人
柄
に
つ
い
て
特
筆
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
一
御
家
人
と
し
 
 

て
頼
朝
に
忠
誠
を
尽
く
し
、
父
と
と
も
に
滅
ん
で
い
っ
た
人
物
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
玉
葉
』
に
は
、
正
治
二
年
正
月
二
日
、
景
時
一
族
失
脚
の
様
が
記
さ
れ
、
翌
二
月
 
 

二
日
の
集
に
は
、
 
 
 

景
時
討
伐
必
然
云
々
、
苛
帆
風
、
積
悪
之
輩
、
尽
．
数
滅
亡
、
 
 

と
あ
る
。
景
時
の
死
は
、
「
天
下
の
悦
び
」
で
あ
る
と
兼
実
は
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
明
月
記
』
も
、
梶
原
二
師
滅
亡
の
記
事
を
記
す
が
、
『
玉
葉
』
 
の
よ
う
に
は
定
家
 
 

の
個
人
的
な
感
情
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
 
 
 

『
愚
管
抄
』
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
載
る
。
 
 

其
比
不
力
思
議
ノ
風
聞
ア
リ
キ
。
能
保
入
道
、
高
龍
郷
ナ
ド
ガ
跡
ノ
タ
メ
ニ
ム
ゲ
 
 
 

ニ
ア
シ
カ
リ
ケ
レ
バ
、
ソ
ノ
郎
等
ド
モ
ニ
基
清
・
政
経
・
義
成
ナ
ド
云
三
人
ノ
左
衛
 
 

門
尉
ア
リ
ケ
リ
。
頼
家
ガ
世
二
成
テ
、
梶
原
ガ
太
郎
左
衛
門
尉
ニ
ノ
ポ
リ
タ
リ
ケ
 
 

ル
ニ
、
コ
ノ
源
大
将
ガ
事
ナ
ド
ヲ
イ
カ
ニ
云
ダ
リ
ケ
ル
ニ
カ
、
ソ
レ
ヲ
又
、
「
カ
 
 

ク
コ
レ
ラ
ガ
申
候
ナ
リ
」
ト
告
ク
リ
ケ
ル
ホ
ド
ニ
、
ヒ
シ
ト
院
ノ
御
所
二
龍
テ
、
 
 

「
只
今
マ
カ
リ
出
テ
ハ
コ
ロ
サ
レ
候
ナ
ン
ズ
」
ト
テ
、
ナ
ノ
メ
ナ
ラ
ヌ
事
出
キ
テ
、
 
 

頼
家
ガ
リ
又
広
元
ハ
方
人
l
〓
丁
ア
リ
ケ
ル
シ
テ
、
ヤ
ウ
ノ
＼
二
云
テ
コ
ノ
三
人
ヲ
 
 

三
右
衝
門
ト
ゾ
人
ハ
申
シ
、
コ
レ
ラ
ヲ
院
ノ
御
前
ワ
タ
シ
テ
、
三
人
ノ
武
士
タ
マ
 
 

ハ
リ
テ
流
罪
シ
テ
ケ
リ
ゥ
 
 

（
巻
六
・
土
御
門
）
 
 

景
季
が
源
通
親
に
基
清
・
政
経
・
義
成
を
告
げ
口
L
た
こ
と
は
、
『
愚
管
抄
』
以
外
に
は
 
 

÷
二
 
 

見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
事
実
で
あ
れ
風
聞
で
あ
れ
、
『
吾
妻
鏡
』
 
 

な
ど
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
景
季
の
人
物
像
が
窺
え
る
。
な
お
、
同
書
巻
第
六
・
順
 
 

徳
に
も
、
「
鎌
倉
ノ
木
鉢
ノ
武
士
」
と
さ
れ
る
梶
原
一
族
滅
亡
の
記
事
が
載
る
が
、
こ
こ
 
 

に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
主
と
し
て
景
時
評
で
あ
る
。
一
族
滅
亡
の
記
事
は
、
『
六
代
勝
 
 

事
記
』
に
も
載
る
が
、
『
愚
菅
抄
』
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
 
 

ニ
ュ
 
 
 

幕
府
の
記
録
で
あ
る
『
吾
妻
鏡
』
と
、
京
都
の
貴
族
の
日
記
『
玉
葉
』
と
、
そ
れ
ぞ
 
 

れ
の
史
料
の
性
格
を
考
慮
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
、
景
奉
は
頼
 
 

朝
の
忠
臣
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
の
み
で
あ
る
。
『
愚
菅
抄
』
に
わ
ず
か
 
 

に
告
げ
口
を
す
る
景
辛
が
見
ら
れ
る
が
、
謹
言
す
る
者
と
し
て
固
有
の
人
物
像
を
も
つ
 
 

の
は
見
時
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
が
、
史
料
に
見
ら
れ
る
梶
原
で
あ
る
。
 
 

二
 
 

『
曾
我
物
語
』
真
名
本
・
仮
名
本
に
お
い
て
も
、
史
料
に
記
す
と
お
り
、
梶
原
景
時
 
 

・
景
季
父
子
は
頼
朝
の
側
近
と
し
て
登
場
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
頼
朝
の
側
近
と
 
 

し
て
登
場
さ
せ
ら
れ
た
梶
原
父
子
を
、
襲
名
太
と
仮
名
本
と
で
比
較
し
て
み
る
。
 
 
 

『
曾
我
物
語
』
の
中
で
記
さ
れ
る
巻
狩
は
、
奥
野
の
狩
と
、
浅
間
か
ら
那
須
野
に
至
 
 

る
北
開
東
園
で
の
巻
狩
、
富
士
裾
野
の
巻
持
と
の
三
回
で
あ
る
。
奥
野
の
狩
庭
で
、
兄
 
 

弟
の
父
河
津
祐
重
が
工
藤
祐
経
の
家
人
等
に
殺
害
さ
れ
た
。
浅
間
・
那
須
野
の
狩
に
は
、
 
 

兄
弟
は
仇
敵
祐
経
を
狙
う
が
討
ち
果
た
せ
ず
、
富
士
野
の
時
庭
で
、
兄
弟
は
敵
討
ち
を
 
 

遂
げ
、
そ
し
て
世
を
去
る
の
で
あ
る
。
 
 

て
′
 
 
 

浅
間
の
狩
開
催
は
、
真
名
本
・
仮
名
本
（
円
成
寺
本
を
除
く
）
と
も
、
景
暗
が
通
達
し
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土
 
 

し
て
、
お
ほ
せ
く
だ
さ
れ
け
る
は
、
「
昨
日
の
狩
場
よ
り
、
富
士
野
は
ひ
ろ
け
れ
 
 
 

1
 圃

、
勢
子
す
く
な
く
て
は
か
な
ふ
ま
じ
。
そ
の
よ
し
あ
ひ
ふ
れ
よ
」
。
う
け
た
ま
 
 

は
り
て
、
人
々
に
ふ
れ
、
射
手
を
そ
ろ
へ
け
り
。
（
巻
八
・
富
士
野
の
狩
場
へ
の
幸
）
 
 

真
名
本
で
景
季
が
勢
子
を
召
集
す
る
の
は
、
那
須
野
の
狩
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
仮
名
本
 
 

で
は
富
士
野
の
狩
へ
と
変
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

北
関
東
の
巻
狩
で
は
、
兄
弟
は
、
敵
祐
経
を
狙
い
続
け
る
が
討
ち
果
た
せ
ず
、
富
士
 
 

裾
野
の
巻
狩
に
お
い
て
敵
討
ち
を
遂
げ
る
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
富
士
裾
野
の
 
 

巻
狩
は
、
『
曾
我
物
語
』
 
に
お
い
て
、
非
常
に
重
要
な
狩
で
あ
る
。
そ
の
、
富
士
裾
野
 
 

に
お
け
る
巻
狩
の
開
催
通
達
と
勢
子
の
召
集
と
を
、
仮
名
本
で
は
、
景
季
に
担
当
さ
せ
 
 

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
景
季
に
、
狩
庭
の
指
揮
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
景
季
 
 

所
な
し
。
つ
い
で
に
か
ら
ん
」
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
果
季
、
こ
の
旨
を
披
露
 
 
 

（
巻
五
・
三
浦
与
一
を
た
の
み
し
辛
）
 
 

刊
。
 
 

と
、
真
名
本
で
は
景
時
と
す
る
巻
狩
開
催
の
通
達
の
役
目
を
、
仮
名
本
諸
本
で
は
景
季
 
 

と
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
景
季
が
勢
子
を
召
集
し
た
と
い
う
記
事
は
、
真
名
本
・
仮
名
本
と
も
に
載
せ
 
 

る
が
、
両
者
で
、
勢
子
を
召
集
し
た
狩
庭
が
異
な
る
（
一
覧
ほ
2
0
）
。
 
 

た
と
す
る
（
一
覧
7
）
。
と
こ
ろ
が
、
富
士
野
の
拝
聞
催
〓
覧
用
）
に
つ
い
て
は
、
 
 

【
真
名
本
】
鎌
倉
殿
召
二
梶
原
、
侍
共
売
二
左
右
一
暇
不
レ
取
、
東
国
狩
庭
錐
レ
多
、
 
 

【
真
名
本
】
次
目
鎌
倉
殿
那
須
野
有
二
御
出
－
、
曽
我
人
々
出
－
宿
、
出
二
狩
場
■
、
 
 

上
小
袖
一
脱
置
、
自
＝
狩
庭
「
返
事
験
、
二
人
女
房
連
出
、
明
鎌
倉
殿
以
二
梶
原
源
 
 

（
巻
六
）
 
 

太
左
衛
門
■
被
レ
召
二
勢
掩
青
井
■
、
陣
－
仰
達
人
々
誰
々
、
 
 

【
仮
名
本
】
御
寮
は
、
倉
沢
の
御
所
に
ま
し
く
け
る
。
梶
原
漁
夫
左
衛
門
を
め
 
 

過
二
富
士
野
一
天
こ
名
所
一
．
狩
二
其
野
被
し
仰
、
景
時
承
亦
妓
＝
露
此
由
一
。
 
（
巻
」
ハ
）
 
 

【
仮
名
本
】
又
、
鎌
倉
殿
、
梶
原
を
め
さ
れ
て
、
お
ほ
せ
く
だ
さ
れ
け
る
は
、
「
侍
 
 

ど
も
に
、
暇
と
ら
す
べ
か
ら
ず
。
狩
場
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
、
富
士
野
に
ま
さ
る
 
 

り
を
は
ら
ひ
て
ぞ
見
え
し
。
 
 

（
巻
五
・
三
原
野
の
御
狩
の
事
）
 
 

と
あ
る
。
「
は
せ
め
ぐ
る
」
以
下
の
部
分
に
仮
名
本
諸
本
で
多
少
の
異
同
が
見
ら
れ
る
 
 

■
月
】
 
 

が
、
勢
い
盛
ん
な
景
季
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
覧
川
）
。
 
 
 

梶
原
氏
が
歌
道
に
通
じ
て
い
た
様
子
も
『
曾
我
物
語
』
に
は
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
 
 

の
件
に
つ
い
て
も
、
真
名
本
か
ら
仮
名
水
に
至
る
間
に
父
景
時
か
ら
子
景
季
へ
と
変
更
 
 

が
見
ら
れ
る
。
 
 
 

真
名
本
で
は
、
歌
よ
み
と
し
て
登
場
す
る
の
は
父
景
時
で
あ
る
。
一
覧
‖
1
2
1
3
は
、
 
 

景
時
の
款
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
真
名
本
に
は
景
季
が
歌
を
詠
ん
だ
記
事
は
見
ら
れ
 
 

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
仮
名
本
に
な
る
と
そ
の
関
係
は
全
＜
逆
転
す
る
。
歌
よ
み
景
季
が
 
 

登
場
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
掲
げ
る
記
事
は
、
三
原
野
の
狩
庭
で
歌
を
詠
み
、
栢
朝
の
恩
賞
に
与
る
と
い
う
 
 

詣
で
あ
る
。
真
名
本
・
仮
名
本
両
本
の
対
応
す
る
箇
所
を
示
す
（
〓
顎
‖
）
。
 
 

が
、
敵
討
ち
の
行
わ
れ
た
富
士
裾
野
の
狩
庭
を
取
り
仕
切
る
よ
う
な
有
力
者
で
あ
っ
た
 
 

こ
と
を
明
示
す
る
意
図
的
な
改
変
で
あ
る
。
 
 
 

仮
名
本
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
景
季
を
時
の
有
力
者
と
し
て
賞
揚
す
る
記
述
が
散
見
 
 

す
る
。
例
え
ば
、
北
関
東
の
蕃
狩
の
記
事
の
中
に
、
 
 

す
で
に
御
君
御
出
あ
り
け
れ
ば
、
御
供
の
人
々
は
申
に
お
よ
ば
ず
、
見
物
の
貴
賎
、
 
 

野
山
も
ゆ
る
ぐ
ば
か
り
な
り
。
梶
原
源
太
、
馬
か
け
ま
は
し
、
「
誰
も
お
ろ
か
は
 
 

あ
る
ま
じ
け
れ
ど
も
、
今
日
の
御
狩
、
御
前
に
お
き
て
、
高
名
の
人
々
は
、
勲
功
 
 

【
真
名
本
】
次
日
鎌
倉
殿
三
原
有
二
御
超
■
、
打
コ
通
離
山
腰
一
折
節
、
狐
鳴
走
通
、
 
 

矧
風
不
＝
聞
敢
■
、
鳴
二
浅
間
■
昼
狐
哉
口
避
、
信
濃
園
住
人
海
野
小
太
郎
行
氏
不
二
 
 

聞
敢
一
、
忍
夜
来
可
レ
云
付
、
手
人
々
感
レ
之
詠
耶
、
 
 

忍
ヒ
テ
モ
夜
コ
ソ
コ
ウ
ト
イ
フ
ヘ
キ
ニ
ア
サ
マ
ニ
ナ
ケ
ル
ヒ
ル
キ
ツ
ネ
カ
ナ
 
 

有
、
鎌
倉
殿
有
二
御
感
、
被
′
引
二
御
秘
蔵
御
馬
二
疋
一
、
名
云
⊥
大
黒
・
小
鴇
毛
一
、
 
 
 

あ
る
ペ
し
。
忠
節
を
は
げ
ま
せ
と
の
御
謀
」
と
て
、
は
せ
め
ぐ
る
、
あ
る
、
あ
た
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で
て
、
雨
は
れ
候
ぬ
。
こ
れ
に
も
歌
あ
ら
ば
、
く
る
し
か
る
ま
じ
。
誰
々
も
」
と
 
 

申
さ
れ
け
れ
ば
（
略
）
 
こ
ト
に
、
武
蔵
国
の
住
人
愛
甲
三
郎
、
い
だ
け
だ
か
に
 
 

な
り
、
う
か
べ
る
色
見
え
け
れ
ば
、
源
太
左
衛
門
、
「
い
か
さ
ま
、
愛
甲
が
つ
か
 
 

ま
つ
り
ぬ
と
見
え
て
侯
。
は
や
ノ
＼
」
と
申
け
れ
ば
、
や
が
て
、
 
 

在
る
な
ら
ば
こ
う
ノ
（
1
と
こ
そ
な
く
べ
き
に
あ
さ
ま
に
は
し
る
昼
狐
か
な
 
 

と
申
た
り
け
れ
ば
、
若
き
こ
L
め
し
て
、
「
神
妙
に
申
た
り
。
ま
こ
と
に
狐
に
お
 
 

ほ
せ
て
け
つ
け
う
あ
る
ペ
か
ら
ず
」
と
て
、
上
野
国
松
井
田
三
百
余
町
を
ぞ
結
け
 
 

る
。
 
 

（
蕃
五
二
二
原
野
の
御
狩
の
事
）
 
 

真
名
本
で
は
景
時
・
海
野
行
氏
の
連
歌
に
よ
り
各
々
恩
賞
に
与
っ
た
場
面
が
、
仮
名
本
 
 

為
二
連
歌
引
出
物
－
、
大
黒
賜
二
海
野
一
、
小
鴇
毛
賜
二
梶
原
T
、
取
－
時
面
目
売
レ
極
、
 
 

（
奉
五
）
 
 

【
仮
名
本
】
そ
の
日
午
の
刻
に
、
ま
た
空
に
は
か
に
く
も
り
、
神
な
り
て
、
雨
や
 
 

う
く
こ
ぽ
れ
、
笠
を
う
る
ほ
す
。
大
将
殿
、
刻
剰
を
め
し
て
、
「
昨
日
、
浅
間
 
 

野
の
雨
は
、
さ
て
お
き
ぬ
。
又
、
ヨ
風
矧
の
雨
こ
そ
、
無
念
な
れ
。
歌
一
首
」
と
 
 

お
ほ
せ
く
だ
さ
れ
け
れ
ば
、
源
太
う
け
給
て
、
と
り
あ
へ
ず
、
 
 

昨
日
こ
そ
あ
さ
ま
は
ふ
ら
め
今
日
は
た
ゞ
み
は
ら
な
き
た
ま
ヘ
夕
立
の
神
 
 

と
申
け
れ
ば
、
鎌
倉
殿
、
御
感
の
あ
ま
り
に
、
碓
氷
の
樫
五
百
余
町
の
所
を
ぞ
た
 
 

ま
は
り
け
る
。
な
る
神
も
、
こ
の
歌
に
や
め
で
た
り
け
ん
、
す
な
は
ち
雨
は
れ
、
 
 

風
や
み
け
れ
ば
、
い
よ
ノ
＼
源
太
が
面
目
、
こ
れ
に
は
し
か
じ
と
ぞ
、
人
々
申
あ
 
 

は
れ
け
り
。
（
略
∨
 
さ
て
も
、
御
狩
の
人
々
は
、
日
の
く
る
～
を
も
、
時
の
う
つ
 
 

る
を
も
し
ら
ず
し
て
、
か
り
け
る
に
、
馬
の
刻
ば
か
り
に
、
狐
な
き
て
、
北
を
さ
 
 

し
て
と
び
さ
り
け
り
ゥ
人
々
こ
れ
を
と
ゞ
め
む
と
て
、
矢
筈
を
と
り
て
お
つ
か
け
 
 

た
り
。
君
御
覧
ぜ
ら
れ
、
か
れ
ら
を
め
し
返
し
、
「
秋
野
の
狐
と
こ
そ
い
へ
、
夏
 
 

の
野
に
狐
な
く
事
、
不
思
議
也
。
た
れ
か
候
、
歌
よ
み
候
へ
」
と
お
ほ
せ
く
だ
さ
 
 

れ
け
れ
ば
、
祐
経
う
け
た
ま
は
り
て
、
「
ま
こ
と
に
源
太
が
歌
に
は
、
な
る
神
め
 
 

で
は
景
季
の
扱
が
恩
賞
に
与
り
、
ま
た
、
真
名
本
で
景
時
・
行
氏
の
連
歌
と
伝
え
ら
れ
 
 

る
歌
に
類
似
し
た
歌
が
、
愛
甲
三
郎
の
詠
と
さ
れ
恩
賞
に
与
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
工
 
 

藤
祐
経
の
言
葉
か
ら
も
、
仮
名
本
に
お
い
て
歌
よ
み
と
し
て
評
価
さ
れ
る
の
は
景
季
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
仮
名
本
で
は
、
富
士
裾
野
の
巻
狩
に
お
い
て
も
、
 
 

梶
原
漁
太
左
衛
門
景
季
は
、
い
ま
だ
鹿
に
あ
は
ず
し
て
、
お
ち
く
る
鹿
を
待
か
け
 
 

つ
～
、
か
け
な
ら
べ
、
よ
つ
ぴ
き
て
は
な
つ
。
さ
れ
其
、
上
を
は
る
か
に
い
こ
し
 
 

て
と
ほ
り
け
り
。
景
季
、
と
り
あ
へ
ず
か
く
こ
そ
申
け
れ
。
 
 

夏
草
の
し
げ
み
が
下
を
ゆ
く
鹿
の
そ
て
の
横
矢
は
い
に
く
か
り
け
る
 
 

君
聞
め
し
て
、
神
妙
な
り
と
て
、
是
も
富
士
の
裾
野
百
余
町
を
ぞ
た
ま
は
り
け
り
。
 
 

（
巻
八
・
富
士
野
の
狩
場
へ
の
辛
）
 
 

と
、
景
季
が
歌
に
よ
っ
て
恩
賞
に
与
る
（
一
覧
2
2
）
と
い
う
、
真
名
本
に
は
載
ら
な
い
 
 

記
事
が
加
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

真
名
本
に
お
い
て
、
北
関
東
の
狩
庭
を
巡
る
間
に
景
暗
が
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
、
「
ス
 
 

ミ
ダ
河
ワ
タ
ル
瀬
ゴ
ト
ニ
事
ト
ハ
ン
昔
ノ
人
モ
カ
ク
ヤ
有
ケ
ン
」
（
角
田
川
（
利
根
川
丁
 
 

大
津
に
て
。
一
覧
1
2
）
と
い
う
歌
と
、
「
ア
カ
ギ
山
サ
ス
ガ
ニ
ッ
カ
ト
見
ユ
ル
カ
ナ
コ
 
 

シ
ヂ
ノ
人
モ
サ
ヤ
思
ラ
ン
」
（
赤
城
山
・
笠
懸
に
て
。
”
二
覧
1
3
）
と
い
う
頼
朝
と
景
時
と
の
 
 

連
歌
は
、
仮
名
本
に
は
載
ら
な
い
。
歌
よ
み
と
し
て
の
景
時
は
、
仮
名
本
に
登
場
さ
せ
 
 

ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
歌
を
よ
ん
で
評
価
さ
れ
る
と
い
う
件
に
関
し
て
も
、
景
暗
 
 

で
は
な
く
景
季
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仮
名
本
で
は
、
景
季
は
頼
朝
に
可
愛
が
ら
れ
 
 

る
実
力
者
で
あ
る
と
い
う
設
定
を
、
御
家
人
の
統
括
と
い
う
面
だ
け
で
な
く
、
歌
岳
 
 

い
わ
ば
風
流
を
解
す
る
 
 
と
い
う
面
で
も
明
示
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
仮
名
本
に
は
、
弟
時
致
が
化
粧
坂
の
遊
女
と
情
を
交
わ
し
て
い
た
と
い
 
 

う
ー
連
の
記
事
が
載
る
（
一
覧
H
）
。
こ
の
女
性
を
巡
っ
て
、
時
致
と
恋
敵
と
な
る
の
 
 

が
景
季
で
あ
る
。
二
の
件
も
、
兄
弟
に
対
立
す
る
景
季
と
い
う
仮
名
本
の
設
定
が
見
ら
 
 
 



′
∩
】
 
 

土
 
 

井
 
 

れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
歌
と
い
う
点
に
限
っ
て
見
る
と
、
そ
の
 
 

記
事
中
、
景
季
と
遊
女
の
歌
の
贈
答
の
後
に
、
「
そ
の
頃
、
涼
太
左
衛
門
は
、
歌
道
に
 
 

は
、
定
家
・
家
隆
な
り
と
も
と
お
も
ひ
し
な
り
。
」
（
巻
第
五
・
五
郎
、
女
に
情
か
け
し
辛
）
 
 

と
い
う
詞
が
記
さ
れ
て
い
る
。
仮
名
本
で
は
、
当
代
の
歌
よ
み
と
し
て
の
景
季
が
強
調
 
 

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

真
名
本
に
お
い
て
は
、
頼
朝
側
近
の
侍
で
あ
り
、
輯
朝
の
前
で
歌
を
よ
む
の
は
景
時
 
 

で
あ
る
。
そ
れ
が
仮
名
本
に
な
る
と
、
景
時
は
物
語
に
は
殆
ど
登
場
さ
せ
ら
れ
な
く
な
 
 

る
。
物
語
に
お
け
る
景
時
の
存
在
は
極
端
に
希
薄
に
な
り
、
子
息
景
季
が
そ
の
位
置
に
 
 

置
き
換
え
ら
れ
た
。
真
名
本
に
載
り
仮
名
本
に
載
ら
な
い
梶
原
氏
に
関
す
る
記
事
は
、
 
 

景
季
の
左
衛
門
尉
任
官
の
件
〓
覧
1
）
以
外
、
す
べ
て
景
時
に
関
す
る
記
事
な
の
で
 
 

あ
る
。
す
な
わ
ち
仮
名
本
で
は
、
景
季
が
、
側
近
と
し
て
歌
よ
み
と
し
て
、
頼
朝
に
高
 
 

く
評
価
さ
れ
る
人
物
と
な
っ
て
登
場
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

三
 
 

次
に
、
景
季
が
、
ど
の
よ
う
に
主
役
曽
我
兄
弟
と
関
わ
る
か
を
見
て
い
く
。
 
 
 

仮
名
本
に
増
補
さ
れ
た
記
事
に
、
幼
少
の
兄
弟
が
鎌
倉
へ
召
し
出
さ
れ
、
切
ら
れ
そ
 
 

う
に
な
る
と
い
う
記
事
が
あ
る
（
一
覧
2
）
。
そ
の
使
者
と
し
て
曽
我
の
里
へ
下
さ
れ
 
 

た
の
が
梶
原
景
季
で
あ
る
。
兄
弟
の
母
の
嘆
き
、
継
父
祐
信
の
嘆
き
を
目
の
当
た
り
に
 
 

し
た
景
季
は
、
そ
の
哀
れ
な
境
遇
に
同
情
し
、
兄
弟
の
助
命
を
頼
朝
に
願
い
出
る
。
景
 
 

季
は
こ
の
場
面
で
の
み
、
兄
弟
に
と
っ
て
好
意
的
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
 
 

し
、
敵
討
ち
を
目
標
と
す
る
兄
弟
を
窮
地
に
陥
れ
る
最
初
の
事
件
の
使
者
が
、
景
季
に
 
 

任
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
細
朝
の
命
令
に
よ
っ
て
兄
弟
を
召
し
に
曽
我
へ
下
る
景
 
 

季
が
、
後
の
ち
曽
我
兄
弟
の
敵
討
ち
を
阻
害
す
る
わ
け
で
あ
り
、
物
語
の
中
で
そ
う
し
 
 

た
行
動
を
と
る
よ
う
に
造
型
さ
れ
る
、
景
季
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

景
季
が
兄
弟
の
敵
討
ち
の
障
害
と
な
る
役
割
を
担
わ
さ
れ
る
の
は
、
先
述
の
通
り
、
 
 

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
仮
名
本
に
新
た
に
設
定
さ
れ
た
場
面
に
お
い
て
で
あ
る
。
真
名
本
の
 
 

段
階
か
ら
兄
弟
の
障
害
と
し
て
景
季
が
造
型
さ
れ
る
の
は
、
次
の
記
事
の
み
で
あ
る
 
 

（
一
覧
2
3
）
。
 
 

鎌
倉
殿
既
欲
三
打
∃
出
狩
庭
一
折
節
、
召
二
梶
原
源
太
左
衛
門
一
被
レ
仰
、
抽
昨
日
曽
我
 
 

源 
太 

指 左 
衛 
門 

恩二我等 

証一顔 
充二 

様 

幸吉 
気 
、 

何勧 
賞 
、 

可＝ 

－ 加 
様 

仰有 
一、 

］事 
謀 

事  
叛者  

ヽ
f
 
 

矧
」
矧
心
司
可
二
云
含
■
、
拍
寧
一
置
加
様
後
、
引
二
具
鎌
倉
■
、
可
レ
印
■
由
井
準
、
 
 

抱
＝
勒
経
一
覚
、
又
見
二
奴
原
有
様
－
、
披
レ
失
こ
我
子
－
昔
被
丁
恩
－
出
伊
藤
入
道
故
事
上
、
 
 

遥
忘
被
三
思
二
出
我
干
草
㍉
不
－
安
覚
、
顔
魂
言
柄
見
－
勇
気
奴
原
哉
】
、
尋
合
云
様
、
 
 

1
、
一
ノ
 

に
何
同
宮
仕
、
御
屋
形
有
二
大
事
物
具
一
、
可
レ
有
丁
思
食
計
事
上
、
仕
二
御
留
守
役
■
、
 
 

冠
者
原
浮
嶋
原
有
＝
後
馳
－
在
レ
何
有
＝
御
尋
■
、
景
季
承
レ
仰
、
候
二
御
狩
御
友
■
慎
二
私
 
 

侯
仕
一
申
、
鎌
倉
殿
被
三
間
二
食
此
由
■
、
其
参
こ
誰
免
一
、
不
レ
覚
二
召
具
、
佃
何
様
 
 

倉
、
可
レ
切
二
由
井
浜
一
云
有
二
御
定
一
、
可
ノ
有
′
喜
不
げ
覚
、
是
居
有
二
加
様
仰
■
、
去
 
 

志
世
不
レ
有
、
賠
二
助
経
一
覚
、
又
見
二
奴
原
有
様
、
被
H
一
思
二
出
昔
伊
藤
入
道
後
事
T
 
 

幸
恵
、
定
鎌
倉
殿
仰
、
如
 
 

物
共
■
、
吉
々
被
二
守
護
－
可
候
、
今
渡
以
外
御
気
色
見
＝
吉
気
［
候
、
内
内
承
旨
候
二
 
 

太
多
■
、
一
定
御
返
後
可
レ
有
＝
御
者
■
覚
候
、
景
季
加
レ
詞
可
レ
申
二
吉
穣
一
、
化
返
後
、
 
 

可
レ
線
番
盟
野
倒
立
、
各
々
寅
申
二
御
返
事
■
、
景
季
返
後
、
五
郎
申
、
 
 

又
助
経
触
二
比
曲
■
、
不
レ
有
二
尾
龍
、
被
レ
仰
、
景
季
東
レ
之
、
尋
左
□
曽
我
人
々
■
申
、
 
 

＼
ノ
ー
 
候
二
上
御
定
、
沌
不
レ
参
二
狩
御
友
■
、
可
レ
被
憩
二
仕
御
屋
形
留
守
役
一
、
有
二
大
事
財
 
 

来
給
十
郎
殿
、
我
等
自
＝
大
勢
一
行
二
先
様
一
、
二
人
烈
、
出
二
皐
綜
∴
 
 

不
レ
安
覚
、
汝
行
二
向
奴
原
■
、
 
 

一
定
比
事
被
二
推
察
■
覚
候
、
売
レ
佐
只
今
可
レ
有
＝
斯
仰
■
不
＝
覚
侯
■
、
嘲
咽
個
梱
周
 
 
 

昨
日
晩
傾
曽
我
冠
者
原
停
嶋
原
後
朝
出
来
 
 

可
′
仕
二
留
守
役
 
 
誕
置
、
其
後
返
様
引
二
具
鎌
 
 

（
巻
七
）
 
 
 



－17一 俵名木『曾我物語』における梶原景季について  

ま
ず
、
帰
朝
が
梶
原
を
召
し
て
尋
ね
る
（
傍
線
A
）
。
次
い
で
頼
朝
自
身
の
思
い
を
述
 
 

べ
（
傍
線
B
）
、
兄
弟
に
伝
え
る
ペ
き
嫌
し
文
句
を
用
意
し
（
傍
線
C
）
、
処
置
を
命
じ
 
 

る
（
傍
農
D
）
。
景
季
は
頼
朝
の
言
葉
を
ほ
ぼ
繰
り
返
す
形
で
兄
弟
に
伝
え
る
（
傍
線
C
）
 
 

と
、
時
致
は
、
二
重
傍
線
部
の
よ
う
に
景
季
を
憎
悪
し
た
う
え
で
、
頼
朝
の
疑
問
（
傍
 
 

線
a
）
、
心
中
（
傍
線
b
）
、
伝
言
（
傍
線
C
）
、
真
意
（
傍
線
d
）
を
ま
た
繰
り
返
す
形
で
 
 

推
察
す
る
。
こ
の
景
季
の
行
動
に
つ
い
て
、
山
西
明
氏
は
「
鎌
倉
殿
の
命
に
従
っ
た
止
 
 

む
を
得
ぬ
仕
儀
」
と
し
な
が
ら
も
「
仮
名
本
に
造
型
さ
れ
る
敵
役
と
し
て
の
景
季
像
の
萌
 
 

〓
三
 
 

芳
」
と
指
摘
さ
れ
、
大
川
信
子
氏
も
「
景
季
が
自
ら
の
意
志
で
兄
弟
と
敵
対
し
て
い
る
わ
 
 

n
l
O
〉
 
 

け
で
は
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
真
名
本
に
お
け
る
景
季
は
、
頼
朝
の
伝
達
役
 
 

に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
仮
名
本
は
、
 
 

御
寮
は
、
左
衛
門
尉
祐
経
を
め
し
て
、
「
不
審
な
る
事
あ
り
、
用
心
せ
よ
」
と
お
ほ
 
 

せ
下
さ
れ
け
れ
ば
、
か
し
こ
ま
り
存
候
よ
し
を
申
け
る
。
こ
ゝ
に
、
梶
原
源
太
景
 
 

此
冠
者
が
面
の
し
ろ
さ
よ
。
い
つ
の
奉
公
に
よ
り
て
か
、
御
気
色
も
よ
か
る
べ
き
。
 
 

季
、
侍
の
所
司
に
て
、
総
奉
行
な
る
上
、
わ
ざ
ん
第
一
の
者
に
て
、
上
の
御
荘
を
 
 

う
け
た
ま
は
り
、
曽
我
の
人
々
を
ち
か
づ
け
て
申
け
右
は
、
「
神
妙
に
御
供
申
さ
 
 

れ
て
候
。
奉
公
は
、
い
づ
れ
も
お
な
じ
事
、
御
宿
に
、
大
事
の
物
の
具
あ
り
。
留
 
 

守
の
御
宿
直
中
さ
れ
よ
。
い
か
楳
、
今
度
鎌
倉
へ
い
ら
せ
ま
し
く
て
、
御
免
か
 
 

う
ぷ
り
た
ま
ふ
ペ
し
。
奉
公
心
に
入
ら
れ
よ
」
と
申
け
れ
ば
、
祐
成
、
是
非
に
お
 
 

よ
ば
ず
し
て
、
「
か
し
こ
ま
り
い
り
候
。
よ
き
様
に
御
中
候
へ
。
た
の
み
た
て
ま
 
 

つ
る
」
と
ぞ
、
返
事
し
け
る
。
源
太
、
か
さ
ね
て
申
や
う
、
「
御
給
仕
に
よ
り
て
、
 
 

本
領
子
細
あ
ら
じ
と
存
じ
候
」
と
い
ひ
て
こ
そ
、
か
へ
り
に
け
れ
。
時
蟄
、
こ
れ
 
 

を
き
↓
て
、
「
あ
は
れ
、
源
太
、
わ
れ
ノ
＼
を
す
か
さ
ん
と
お
も
ひ
た
る
気
色
の
 
 

さ
し
あ
ら
は
れ
た
る
奴
か
な
ゥ
蛇
は
一
寸
を
出
し
て
、
其
大
小
を
し
り
、
人
は
一
 
 

言
を
も
つ
て
、
そ
の
賢
愚
を
し
る
ヲ
狐
の
子
は
、
子
弧
よ
り
、
父
が
孫
を
つ
ぎ
て
、
 
 

も
な
り
ぬ
べ
し
。
其
上
、
奉
公
申
べ
き
た
め
な
ら
ず
。
あ
は
れ
、
身
に
お
も
ひ
だ
 
 

に
な
か
り
せ
ば
、
比
冠
者
が
面
、
一
太
刀
き
つ
て
な
ぐ
さ
ま
ん
ず
る
物
を
」
と
ぞ
 
 

申
け
る
。
さ
て
、
兄
弟
は
、
見
え
が
く
れ
に
つ
れ
つ
は
な
れ
つ
、
心
を
つ
く
し
ね
 
 

ら
ひ
け
る
こ
そ
、
無
暫
な
れ
。
 
 

（
巻
八
・
富
士
野
の
狩
場
へ
の
事
）
 
 

と
い
う
記
事
で
あ
る
。
頼
朝
の
疑
問
■
心
中
・
伝
言
・
真
意
は
記
さ
な
い
。
景
季
は
、
「
上
 
 

の
御
誼
を
う
け
た
ま
は
り
」
と
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
頼
朝
の
命
に
よ
っ
て
兄
弟
を
嫌
そ
 
 

う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
時
致
が
事
態
を
推
察
す
る
言
葉
の
中
に
も
、
謙
し
文
句
を
帰
 
 

朝
が
考
え
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
仮
名
本
に
お
け
る
景
 
 

季
の
昧
し
文
句
は
、
景
季
が
案
出
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
わ
ず
か
に
、
頼
朝
 
 

に
関
す
る
記
述
を
削
除
し
て
 
－
 
煩
わ
し
い
重
複
を
避
け
た
に
過
ぎ
な
い
か
も
知
れ
な
 
 

い
が
 
－
、
結
果
的
に
、
兄
弟
を
排
す
役
割
は
、
景
季
一
人
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
 
 

景
季
が
仮
名
本
の
言
う
よ
う
に
「
侍
の
所
司
に
て
、
総
奉
行
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
史
料
 
 

で
は
確
認
で
き
な
い
。
前
述
の
通
り
、
父
景
暗
が
「
侍
所
所
司
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
景
時
 
 

の
職
掌
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぎ
、
景
季
を
有
力
者
と
し
て
賞
揚
す
る
仮
名
本
の
虚
飾
で
 
 

あ
る
。
そ
の
有
力
者
が
、
兄
弟
を
時
庭
か
ら
遠
ぎ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
彰
考
舘
本
と
十
行
古
活
字
本
は
、
語
り
手
の
こ
と
ば
と
し
て
、
景
季
を
「
和
 
 

（
1
－
）
 
 

護
第
一
の
者
」
と
記
し
て
い
る
。
仮
名
本
全
て
に
つ
い
て
言
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
 
 

景
季
の
人
物
評
が
見
え
る
箇
所
で
あ
る
。
そ
L
て
、
太
山
寺
本
以
外
の
諸
本
に
載
る
「
狐
 
 

の
子
は
子
弧
よ
り
…
」
と
い
う
時
致
の
文
言
は
、
父
景
暗
も
謹
言
す
る
者
だ
と
い
う
前
 
 
 

ま
こ
と
あ
る
に
は
し
か
ず
。
こ
の
者
の
ふ
る
ま
ひ
こ
」
と
ば
、
世
の
わ
づ
ら
ひ
と
 
 

さ
だ
め
て
、
御
棄
の
仰
に
は
、
其
冠
者
ば
ら
は
、
誰
が
ゆ
る
し
て
、
狩
場
へ
は
い
 
 

で
け
る
ぞ
。
よ
く
く
す
か
し
お
き
て
、
首
を
き
れ
と
の
御
諒
か
、
流
罪
に
せ
よ
 
 

と
の
仰
に
て
ぞ
あ
る
ら
ん
。
げ
に
や
、
ふ
る
き
こ
と
ば
を
案
ず
る
に
、
国
の
賢
を
 
 

も
つ
て
興
し
、
へ
つ
ら
ひ
を
も
て
お
と
ろ
ふ
。
君
は
恵
も
て
安
じ
、
い
つ
は
り
を
 
 

も
て
あ
や
う
L
。
人
は
、
た
く
み
に
し
て
い
つ
は
ら
む
よ
り
も
、
つ
た
な
う
し
て
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埠
の
も
と
に
語
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
景
暗
が
諌
言
す
る
看
で
あ
る
と
い
う
記
述
 
 

は
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
物
語
の
改
作
者
、
読
者
に
そ
う
し
た
 
 

認
識
が
な
け
れ
ば
こ
の
文
言
は
解
釈
で
き
な
い
。
ま
た
、
同
じ
く
時
敦
の
青
葉
と
し
て
、
 
 

「
こ
の
者
の
ふ
る
ま
ひ
二
こ
と
ば
、
世
の
わ
づ
ら
ひ
と
も
な
り
ぬ
べ
し
」
と
、
第
一
節
に
 
 

お
い
て
史
料
で
確
認
し
た
梶
原
一
族
の
滅
亡
に
至
る
事
件
を
予
言
 
 
語
り
の
時
間
か
 
 

ら
す
れ
ば
 
－
 
す
る
言
葉
を
語
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
仮
名
本
に
の
み
見
ら
れ
る
景
季
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 
 

曽
我
の
人
々
は
、
雑
人
に
や
ま
ぎ
る
1
と
、
ふ
る
き
蓑
に
、
編
笠
ふ
か
く
ひ
き
こ
 
 

み
て
、
太
刀
脇
は
さ
み
、
と
ほ
る
所
に
、
折
節
、
源
太
左
衛
門
景
季
、
三
浦
の
屋
 
 

形
よ
り
返
る
に
、
十
文
字
に
ゆ
き
あ
ひ
ぬ
。
比
人
々
は
、
源
太
と
み
な
し
、
笠
を
 
 

ふ
か
く
か
た
ぶ
け
、
批
に
か
け
て
ぞ
と
ほ
り
け
る
。
源
太
、
こ
れ
を
ひ
か
へ
つ
つ
、
 
 

「
こ
れ
な
る
者
ど
も
の
あ
や
し
さ
よ
、
と
ゞ
ま
れ
」
と
ぞ
と
が
め
け
る
。
十
郎
た
ち
 
 

か
へ
り
、
笠
の
下
よ
り
、
「
和
田
殿
の
樺
色
也
」
と
い
ふ
。
「
そ
れ
は
何
と
て
し
の
 
 
 

ぶ
ぞ
や
。
名
を
ば
何
と
い
ふ
ぞ
J
「
廉
源
次
と
中
音
な
り
。
和
田
殿
、
御
所
へ
ま
ゐ
 
 
 

ら
れ
候
つ
る
暇
を
は
か
り
、
御
屋
形
の
次
第
を
見
物
つ
か
ま
つ
り
候
。
義
盛
か
へ
 
 

る
時
に
な
り
侯
間
、
い
そ
ぎ
か
へ
り
慎
」
と
い
ふ
所
に
、
梶
原
が
雑
色
す
1
み
い
 
 

で
ゝ
、
「
藤
漁
次
は
、
そ
れ
が
し
見
し
り
て
候
。
こ
れ
は
、
あ
ら
ぬ
者
に
て
候
」
と
 
 

い
ひ
け
れ
ば
、
「
さ
れ
ば
こ
そ
、
あ
や
し
か
り
つ
れ
。
ま
づ
う
ち
と
ゞ
め
よ
」
と
て
、
 
 

ひ
し
め
き
け
り
。
（
略
・
和
田
義
盛
の
仲
裁
）
 
夜
半
ば
か
り
に
、
数
十
人
の
声
し
 
 

て
、
「
ま
さ
し
く
こ
の
ほ
と
り
な
り
。
こ
な
た
に
め
ぐ
れ
。
か
し
こ
を
た
づ
ね
よ
。
 
 
 

声
な
た
か
く
せ
そ
」
と
て
、
物
の
具
苦
し
き
り
な
り
。
五
郎
き
ゝ
て
、
「
到
叫
珂
凧
 
 
 

が
遺
恨
に
て
、
い
た
づ
ら
な
る
者
ど
も
、
討
て
に
お
こ
せ
り
と
お
ぽ
え
た
り
」
。
 
 

十
郎
き
ゝ
て
、
「
し
づ
ま
り
候
へ
。
楚
忽
の
沙
汰
あ
る
べ
か
ら
ず
。
内
の
休
も
見
 
 

ぐ
る
し
。
ま
づ
燈
火
を
け
せ
」
と
て
下
如
し
、
今
や
と
ま
ち
か
け
た
り
。
 
 

（
巻
五
・
五
郎
と
源
太
と
喧
嘩
の
事
）
 
 

る
は
、
「
（
略
）
 
か
や
う
の
え
せ
者
を
ち
か
く
め
し
つ
か
ひ
て
、
未
の
世
い
か
ゞ
」
 
 

と
ぞ
仰
け
る
。
 
 

（
巻
八
■
富
士
野
の
狩
場
へ
の
事
）
 
 

こ
こ
で
は
、
人
々
の
「
今
に
は
じ
め
ぬ
梶
原
か
和
語
」
と
景
季
を
評
す
る
言
葉
が
あ
り
、
 
 

ま
た
、
垂
忠
の
景
季
を
「
え
せ
も
の
T
と
許
す
る
言
葉
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
未
の
 
 
 

太
山
寺
本
以
外
の
仮
名
本
に
見
ら
れ
る
記
事
で
あ
る
〓
覧
虫
こ
。
浅
間
の
時
庭
で
、
 
 

景
季
の
執
拗
な
尋
問
に
時
致
が
反
発
し
、
喧
嘩
と
な
っ
た
と
こ
ろ
、
和
田
義
盛
が
仲
裁
 
 

に
入
り
、
事
態
を
収
拾
し
た
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
夜
に
入
っ
て
兄
弟
の
屋
 
 

形
の
周
囲
に
物
々
し
い
足
音
が
す
る
と
、
兄
弟
は
そ
れ
を
「
昼
間
の
梶
原
の
遺
恨
に
て
、
 
 

い
た
づ
ら
な
る
者
ど
も
、
討
て
に
お
こ
せ
り
」
と
推
測
す
る
。
実
際
は
、
和
田
か
ら
の
 
 

差
し
入
れ
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
景
季
は
兄
弟
に
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
人
物
な
の
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

次
の
記
事
は
、
畠
山
重
忠
が
兄
弟
に
和
歌
で
狩
の
最
終
日
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
景
季
 
 

が
不
審
を
抱
く
と
い
う
場
面
で
あ
る
〓
覧
2
4
）
。
 
 

梶
原
触
状
に
は
、
明
日
、
鎌
倉
へ
入
ら
せ
た
ま
ふ
ペ
き
な
れ
ば
、
今
宵
、
う
た
で
 
 

は
か
な
ふ
ま
じ
、
比
よ
し
し
ら
せ
ん
と
 
（
畠
山
重
忠
ハ
）
 
思
ひ
給
へ
ど
も
、
人
 
 

々
あ
ま
た
有
け
れ
ば
、
歌
に
て
ぞ
と
ぶ
ら
ひ
給
ひ
け
る
。
 
 

ま
だ
し
き
に
色
づ
く
山
の
紅
葉
か
な
こ
の
夕
暮
を
ま
ち
て
見
よ
か
し
 
 

と
な
が
め
給
ひ
て
、
涙
ぐ
み
た
ま
ひ
け
り
。
折
節
、
梶
原
源
太
左
衛
門
が
ち
か
う
 
 

ひ
か
へ
た
り
し
が
、
r
何
事
に
や
、
曽
我
の
殿
ば
ら
に
、
『
ま
だ
し
き
に
色
づ
く
』
 
 

と
詠
じ
た
ま
ふ
は
、
心
え
ず
」
。
重
患
聞
て
、
「
夏
山
に
夕
日
影
の
の
こ
る
風
情
、
 
 

初
紅
葉
に
に
ず
や
。
こ
の
夕
着
こ
そ
、
な
ほ
も
う
つ
り
ゆ
か
ば
、
誠
秋
に
や
な
り
 
 

ゆ
か
ん
」
。
源
太
は
、
な
ほ
も
こ
と
ば
あ
り
顔
な
り
し
を
、
君
よ
り
い
そ
ぎ
め
さ
 
 

れ
し
か
ば
、
か
け
と
ほ
る
と
て
、
「
重
忠
の
御
歌
の
不
審
の
こ
り
て
」
と
い
ひ
な
が
 
 

ら
、
は
せ
つ
き
け
れ
ば
、
人
々
間
て
、
「
今
に
は
じ
め
ぬ
梶
原
が
和
諌
と
は
い
ひ
 
 

な
が
ら
、
こ
と
に
か
か
り
て
見
え
ぬ
る
を
や
」
と
申
あ
ひ
け
る
。
童
思
お
ほ
せ
け
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世
い
か
ゞ
」
と
、
先
に
指
摘
し
た
時
数
の
子
言
と
重
な
る
言
葉
を
重
患
に
語
ら
せ
て
い
 
 

る
の
で
あ
る
。
 
 
 

も
う
一
例
、
敵
討
ち
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
晩
に
兄
弟
が
和
田
義
盛
の
屋
形
を
訪
れ
る
 
 

場
面
（
一
覧
2
5
）
を
示
す
。
真
名
本
に
も
兄
弟
が
義
盛
の
屋
形
を
訪
れ
る
記
事
が
載
る
 
 

が
、
仮
名
本
で
は
そ
こ
に
義
盛
に
贈
ら
れ
た
激
励
の
言
葉
を
景
季
に
立
ち
聞
か
れ
る
と
 
 

い
う
一
件
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
 
 

盃
二
三
度
め
ぐ
り
て
後
、
和
田
の
た
ま
ひ
け
る
は
、
「
あ
ひ
か
ま
へ
て
、
せ
ば
よ
 
 

く
し
給
へ
。
し
損
じ
な
ば
、
一
家
の
恥
辱
な
る
べ
し
。
後
楯
に
は
な
り
申
ペ
し
。
 
 

頼
し
く
思
ひ
給
へ
」
と
て
、
盃
さ
～
れ
け
り
。
折
節
、
梶
原
源
太
、
屋
形
の
前
を
 
 

と
ほ
り
け
る
が
、
か
く
い
ふ
を
聞
つ
け
て
、
「
何
事
ぞ
や
、
和
田
殿
。
曽
我
の
人
 
 

々
に
『
せ
ば
よ
く
せ
よ
』
と
お
ほ
せ
ら
れ
つ
る
、
不
審
な
り
。
御
耳
に
や
入
候
ペ
 
 

剖
」
と
い
ふ
。
和
田
殿
き
ゝ
て
、
こ
は
い
か
に
、
圃
割
と
ほ
り
け
る
よ
、
さ
り
な
 
 

が
ら
陳
じ
て
み
ん
と
お
も
ひ
け
れ
ば
、
「
自
然
の
物
語
、
何
と
き
～
て
、
御
分
、
 
 

御
耳
に
い
れ
ん
と
は
の
た
ま
ふ
ぞ
。
∧
略
）
 
急
御
中
あ
り
て
、
義
盛
う
し
な
ひ
給
 
 

殿
は
、
そ
れ
が
し
に
あ
ひ
給
へ
ば
、
よ
し
な
き
事
に
も
、
角
を
た
て
～
の
た
ま
ふ
 
 

ら
ん
ご
」
れ
は
く
る
し
か
ら
ぬ
事
な
り
」
と
て
、
そ
ら
わ
ら
ひ
し
て
と
ほ
り
け
り
。
 
 

な
ほ
も
和
謝
頭
割
に
て
、
何
と
か
い
ふ
と
患
ひ
、
し
ば
し
た
ゝ
ず
む
。
こ
れ
を
ば
 
 

し
ら
で
、
和
田
の
た
ま
ひ
け
る
は
、
「
 
（
略
）
 
こ
の
者
は
、
十
分
に
す
ぎ
て
、
い
 
 

か
ゞ
ぞ
と
お
ぼ
ゆ
る
㌔
五
郎
、
是
を
き
1
て
、
「
御
陳
伍
を
も
ち
ひ
ず
、
と
を
る
 
 

者
な
ら
ば
、
何
程
の
草
す
ペ
き
。
し
や
細
首
ね
ぢ
き
り
て
、
す
て
候
べ
き
を
」
と
 
 

申
け
れ
ば
、
梶
原
た
ち
き
ト
て
、
ま
こ
と
や
、
此
者
は
、
朝
比
奈
に
み
ぎ
は
ま
さ
 
 

り
の
大
力
、
を
こ
の
者
と
聞
た
り
、
こ
1
に
て
、
喧
嘩
し
出
、
勝
負
せ
ん
よ
り
も
、
 
 

上
へ
申
あ
げ
て
、
我
力
も
い
ら
で
う
L
な
は
ん
事
、
や
す
か
る
べ
し
と
思
ひ
さ
だ
 
 

め
て
、
聞
ぎ
る
よ
し
に
て
、
帰
に
け
り
。
和
田
の
た
ま
ひ
け
る
は
、
「
今
し
ば
ら
 
 

へ
」
と
、
高
声
也
け
れ
ば
、
景
季
も
、
「
〓
興
に
こ
そ
申
候
へ
。
何
と
て
か
、
和
田
 
 

く
も
慎
て
、
こ
ま
か
に
物
語
申
た
け
れ
共
、
源
太
と
申
曲
者
が
、
御
前
に
ま
ゐ
り
 
 

つ
る
が
、
い
か
様
に
か
申
あ
げ
候
な
ん
ず
ら
ん
。
あ
ひ
か
ま
へ
て
L
損
じ
た
ま
ふ
 
 

な
」
と
い
ひ
お
き
て
、
和
田
は
御
前
へ
ぞ
参
ら
れ
け
る
。
 
 

（
巻
九
・
和
田
の
屋
形
へ
ゆ
き
し
辛
）
 
 

〔
ト
ワ
ニ
 
 

義
盛
の
二
度
に
わ
た
る
「
曲
者
ェ
伝
本
に
よ
っ
て
は
「
和
語
者
」
と
す
る
）
と
い
う
景
季
評
 
 

は
、
重
忠
の
そ
れ
と
共
通
す
る
。
ま
た
、
景
季
の
言
葉
に
、
「
何
と
て
か
、
和
田
殿
は
、
 
 

そ
れ
が
し
に
あ
ひ
給
へ
ば
、
よ
し
な
き
事
に
も
角
を
た
て
1
の
た
ま
ふ
ら
ん
」
と
あ
る
 
 

如
く
、
義
盛
の
景
季
に
対
す
る
平
生
の
態
度
を
暗
示
す
る
言
葉
が
あ
る
。
 
 
 

こ
の
記
事
に
続
き
、
そ
の
夜
景
季
が
兄
弟
の
館
を
襲
撃
す
る
と
い
う
記
事
が
載
る
 
 

〓
覧
2
6
）
。
景
季
の
そ
の
行
動
を
語
り
手
は
「
を
こ
が
ま
し
」
い
も
の
と
評
し
て
い
る
。
 
 

や
は
り
景
季
は
、
浅
間
の
狩
庭
で
時
故
に
「
昼
の
梶
原
が
遺
恨
」
と
誤
解
さ
れ
て
然
る
べ
 
 

き
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
兄
弟
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
仮
名
本
に
登
場
さ
せ
ら
れ
る
景
季
は
、
 
 

兄
弟
の
敵
討
ち
を
阻
害
す
る
人
物
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
但
し
、
景
季
は
、
兄
弟
の
敵
討
 
 

ち
の
企
て
を
明
確
に
知
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
兄
弟
の
仇
敵
祐
経
を
擁
護
す
る
も
 
 

の
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
行
動
は
、
侍
所
所
司
と
い
う
父
景
時
の
職
掌
を
物
語
の
中
で
 
 

そ
っ
く
り
受
け
継
が
さ
れ
た
景
季
と
し
て
当
然
の
行
動
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
景
季
の
 
 

二
う
し
た
行
動
が
、
結
果
的
に
、
兄
弟
の
敵
討
ち
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
働
く
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

「
兄
弟
が
粗
難
辛
苦
の
未
に
敵
討
ち
を
遂
げ
る
」
と
い
う
こ
と
が
仮
名
本
『
曾
我
物
 
 

語
』
の
主
題
で
あ
る
と
は
先
述
し
た
が
、
そ
の
矩
難
辛
苦
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
 
 

こ
の
物
語
の
主
題
と
題
材
の
関
連
は
確
た
る
も
の
に
な
る
。
敵
討
ち
を
遂
げ
よ
う
と
す
 
 

る
兄
弟
、
つ
ま
り
「
主
役
」
に
対
し
て
、
結
果
的
で
あ
れ
敵
討
ち
を
阻
害
す
る
行
動
を
と
 
 

る
役
割
を
担
わ
さ
れ
る
景
季
は
、
そ
の
萱
揚
場
面
に
お
い
て
は
「
対
役
」
で
あ
る
。
「
対
 
 

役
」
景
季
の
妨
害
行
為
は
、
兄
弟
の
穀
難
辛
苦
を
よ
り
大
き
な
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
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土
 
 

井
 
 

す
な
わ
ち
、
「
対
役
」
と
し
て
登
場
さ
せ
ら
れ
る
景
季
は
、
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
の
主
 
 

席
の
提
示
を
分
担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

四
 
 

他
の
文
芸
作
品
で
は
景
季
が
ど
の
よ
う
に
造
型
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
み
た
い
。
 
 
 

景
季
は
、
『
平
家
物
語
』
 
の
並
み
居
る
源
氏
方
の
武
人
の
一
人
で
も
あ
る
。
義
仲
の
 
 

追
討
軍
と
し
て
、
宇
治
川
で
佐
々
木
隆
綱
と
先
陣
を
争
い
、
平
家
を
追
い
落
と
し
生
田
 
 

の
森
で
奮
戦
す
る
様
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
一
武
人
で
あ
る
景
季
は
、
延
鹿
本
 
 

で
は
次
の
よ
う
に
造
型
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

ミ
レ
バ
佐
々
木
ノ
四
郎
陸
綱
也
。
引
セ
タ
ル
馬
三
疋
ノ
内
二
生
喰
ア
リ
。
楓
風
．
矧
 
 

リ
。
梶
原
ハ
諸
人
ニ
ニ
ク
マ
レ
ケ
ル
間
、
用
心
ス
ル
車
ヒ
マ
モ
ナ
シ
。
サ
レ
バ
、
 
 

人
ハ
キ
ザ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
胃
ヲ
ゾ
キ
タ
リ
ケ
ル
。
 
 

（
五
木
ノ
」
ハ
・
梶
原
与
佐
々
木
馬
所
望
事
）
 
 

景
季
は
、
「
大
悪
心
ノ
膿
悪
」
で
あ
り
、
「
諸
人
ニ
ニ
ク
マ
レ
」
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
の
 
 

で
あ
る
。
延
慶
本
の
二
の
記
事
に
相
当
す
る
場
面
を
覚
l
本
で
は
、
 
 

梶
原
 
（
景
季
V
 
「
や
す
か
ら
ぬ
物
也
。
郡
へ
の
ぼ
っ
て
木
曽
殿
の
御
内
に
四
天
王
 
 

喰
卜
云
ツ
ル
ヨ
リ
シ
テ
、
身
ヨ
リ
猛
火
ヲ
燃
ケ
ル
。
弓
矢
取
ノ
習
ハ
、
必
シ
モ
親
 
 

／
鮫
、
宿
世
ノ
赦
ヲ
ノ
ミ
敵
卜
云
カ
。
当
座
ノ
恥
コ
ソ
親
ノ
赦
ニ
モ
マ
サ
リ
タ
レ
。
 
 

コ
レ
程
主
ニ
ニ
ク
マ
レ
奉
タ
ル
景
季
ガ
命
イ
キ
テ
ハ
ナ
ニ
カ
ハ
ス
ベ
キ
。
口
情
事
 
 

シ
給
ツ
ル
鎌
倉
殿
哉
。
是
ミ
ヨ
カ
シ
ト
恩
ガ
ホ
ニ
テ
、
「
マ
先
二
引
セ
タ
ル
佐
々
 
 

木
二
過
タ
ル
目
ノ
敵
ハ
有
べ
カ
ラ
ズ
。
木
曽
ノ
冠
者
ヲ
打
ム
ヨ
リ
ハ
佐
々
木
ヲ
打
 
 

ム
」
ト
思
テ
ゾ
、
「
ア
ノ
席
ヲ
バ
隆
綱
ニ
ハ
給
ソ
テ
ム
。
只
一
矢
二
射
落
シ
テ
、
生
 
 

櫨
ヲ
パ
コ
ー
ニ
テ
コ
ソ
給
ラ
メ
J
ト
思
テ
、
矢
タ
バ
ネ
ト
キ
テ
押
ク
ツ
ロ
ゲ
、
モ
 
 

ト
ハ
ズ
ス
ヘ
ハ
ズ
シ
メ
オ
ホ
セ
テ
、
郎
等
八
騎
有
ケ
ル
ニ
用
意
セ
サ
セ
テ
待
懸
タ
 
 

季
）
 
ト
申
ハ
大
悪
心
ノ
腹
悪
也
。
 
 

死
生
不
知
ノ
切
通
二
テ
侍
ケ
ル
ア
ヒ
ダ
、
生
 
 

っ
く
み
さ
し
ち
が
へ
、
よ
い
侍
二
人
死
ん
で
、
兵
衛
佐
殿
に
損
と
ら
せ
た
て
ま
つ
 
 
 

引
山
」
と
つ
ぶ
や
い
て
こ
そ
ま
ち
か
け
た
れ
。
 
 

（
巻
九
・
生
ず
き
の
沙
汰
）
 
 

と
す
る
。
景
季
の
言
葉
か
ら
、
景
季
は
、
い
わ
ば
逆
恨
み
を
す
る
よ
う
な
人
物
で
あ
る
 
 

こ
と
は
知
れ
ろ
が
、
延
慶
本
の
よ
う
に
は
記
さ
な
い
。
 
 
 

ま
た
、
延
鹿
本
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
も
載
る
。
 
 

梶
原
源
太
景
季
、
係
ル
時
ハ
ハ
タ
ヲ
サ
ー
ゲ
ホ
ロ
ヲ
カ
ケ
、
引
時
ハ
、
イ
ツ
ノ
ホ
 
 
 

ド
ニ
マ
グ
ラ
ム
、
ハ
タ
ヲ
マ
キ
ホ
ロ
ヲ
ヌ
イ
デ
、
度
々
入
管
ノ
＼
戦
ケ
リ
。
剥
封
 
 

ノ
道
ニ
モ
ユ
ー
シ
キ
者
ナ
リ
ケ
ル
中
二
、
ヤ
サ
ン
キ
事
ハ
、
片
岡
ノ
桜
ノ
イ
マ
ダ
 
 

青
葉
ナ
ル
ヲ
一
枝
折
テ
、
エ
ビ
ラ
ニ
差
具
テ
、
敵
ノ
中
ニ
テ
シ
バ
シ
戦
テ
引
ケ
レ
 
 

パ
、
桜
ガ
風
エ
フ
カ
レ
テ
サ
ト
チ
リ
ニ
ケ
リ
。
赦
モ
御
方
モ
是
ヲ
感
ジ
ケ
ル
所
ニ
、
 
 

城
中
ヨ
リ
齢
三
十
計
ナ
ル
男
ノ
、
褐
衣
ノ
直
垂
二
洗
皮
ノ
鎧
キ
テ
、
馬
ニ
ハ
ノ
ラ
 
 

デ
、
弓
脇
ニ
ハ
サ
ミ
テ
ス
ー
ミ
イ
デ
1
申
ケ
ル
ハ
、
「
本
三
位
中
将
殿
ノ
御
使
ニ
 
 

テ
候
。
棋
力
ザ
、
セ
給
テ
候
ニ
、
申
セ
ト
テ
侯
。
 
 

コ
チ
ナ
ク
モ
ミ
ュ
ル
モ
ノ
カ
ハ
サ
ク
ラ
ガ
リ
 
 

ト
申
ハ
テ
ネ
バ
、
源
太
馬
ヨ
リ
飛
下
テ
、
「
暫
ク
御
返
事
申
侯
ワ
ム
」
ト
テ
、
 
 

イ
ケ
ド
リ
ト
ラ
ム
タ
メ
ト
オ
モ
ヘ
バ
 
 

（
五
本
ノ
廿
・
源
氏
三
草
山
井
一
谷
迫
落
事
）
 
 

ト
ゾ
申
タ
リ
ケ
ル
。
 
 

こ
の
梶
原
花
簡
の
記
事
は
、
景
季
が
歌
道
に
も
通
じ
て
い
た
と
い
う
車
を
記
し
て
い
 
 

る
。
寛
一
本
に
は
こ
れ
に
対
応
す
る
記
事
が
な
い
（
蕃
九
二
一
度
之
懸
）
。
 
 
 

景
季
は
、
延
鹿
本
『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
も
「
諸
人
二
二
ク
マ
レ
」
る
人
物
で
あ
る
。
 
 

ま
た
、
武
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
歌
も
詠
む
「
ヤ
サ
ン
キ
」
者
で
あ
る
。
仮
名
本
『
曾
 
 

我
物
語
』
に
登
場
す
る
憎
ま
れ
役
と
し
て
の
景
李
像
と
、
歌
よ
み
と
し
て
の
景
季
像
と
、
 
 
 

と
き
こ
ゆ
る
今
井
・
樋
口
・
楯
■
祢
井
に
く
ん
で
死
ぬ
る
か
、
し
か
ら
ず
は
西
国
へ
 
 

む
か
う
て
、
一
人
当
千
と
き
こ
ゆ
る
平
家
の
侍
ど
も
と
い
く
さ
し
て
死
な
ん
と
こ
 
 

そ
お
も
ひ
つ
れ
共
、
此
御
き
そ
く
で
は
そ
れ
も
せ
ん
な
し
。
こ
1
で
佐
々
木
に
ひ
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相
通
ず
る
造
型
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
語
り
本
系
諸
本
で
は
、
景
季
は
鮮
明
な
人
物
 
 

造
型
は
さ
れ
ず
、
生
田
の
森
で
の
梶
原
二
度
の
懸
け
に
し
ろ
、
義
経
と
の
対
立
に
し
ろ
、
 
 

鮮
烈
な
印
象
を
放
つ
の
は
、
父
景
時
で
あ
る
。
 
 
 

『
義
経
記
』
に
も
景
季
は
登
場
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
主
人
公
義
経
の
行
動
を
 
 

阻
む
の
は
景
時
で
あ
る
。
景
季
は
、
土
佐
坊
と
登
場
す
る
も
の
と
、
父
景
時
と
共
に
登
 
 

場
す
る
の
み
で
あ
り
、
景
季
が
積
極
的
に
行
動
し
て
義
経
の
行
動
を
阻
む
こ
と
は
な
 
 

い
ゥ
巻
第
六
「
静
鎌
倉
へ
下
る
事
」
に
お
い
て
、
景
季
の
宿
所
を
産
所
に
定
め
ら
れ
た
静
 
 

御
前
の
言
葉
の
中
に
、
「
都
を
出
し
時
よ
り
し
て
梶
原
と
い
ふ
名
を
聞
く
だ
に
も
こ
1
 
 

ろ
憂
か
り
し
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
梶
原
」
と
一
括
さ
れ
て
嫌
悪
の
対
象
と
な
る
。
景
 
 

季
個
人
に
対
す
る
評
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

土
佐
坊
・
景
時
、
い
ず
れ
に
し
て
も
頼
朝
側
の
人
物
で
あ
り
、
主
人
公
義
経
と
敵
対
 
 

す
る
位
置
に
あ
る
。
『
義
経
記
』
に
お
け
る
景
季
は
、
そ
う
し
た
人
物
の
も
と
で
義
経
 
 

の
行
動
を
阻
止
す
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

他
に
、
『
泰
衡
征
伐
物
語
』
に
景
季
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
が
、
第
一
節
で
引
用
 
 

し
た
、
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
七
月
二
十
九
日
集
に
記
さ
れ
た
歌
に
関
す
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
作
品
に
登
場
さ
せ
ら
れ
た
梶
原
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
『
泰
衡
征
伐
物
語
』
 
 

に
お
い
て
、
由
利
八
郎
を
不
当
に
扱
っ
た
景
時
の
記
事
に
比
較
す
る
と
、
景
季
の
歌
に
 
 

関
す
る
記
事
は
、
物
語
の
本
筋
か
ら
逸
れ
た
些
細
な
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

い
ず
れ
の
作
品
に
お
い
て
も
、
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
の
よ
う
に
重
要
な
人
物
と
し
 
 

て
景
季
が
登
場
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
梶
原
氏
を
代
表
す
る
の
は
や
は
り
景
時
な
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

お
わ
り
に
 
 

史
料
か
ら
う
か
が
え
る
景
季
は
、
頼
朝
の
忠
実
な
武
人
で
あ
っ
た
。
梶
原
一
族
と
し
 
 

て
、
そ
の
滅
亡
を
京
都
の
貴
族
が
喜
ん
た
と
し
て
も
、
表
面
的
な
非
難
は
景
時
に
集
中
 
 

し
て
い
る
。
『
愚
管
抄
』
に
「
不
力
恩
講
ノ
風
聞
ア
リ
キ
J
と
し
て
載
る
の
み
と
い
っ
た
 
 

ご
と
く
で
あ
る
。
 
 
 

そ
う
L
た
頼
朝
の
忠
臣
景
季
は
、
真
名
本
『
曾
我
物
語
』
に
お
い
て
、
際
立
っ
た
取
 
 

り
上
げ
方
を
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
 
で
は
、
「
主
 
 

役
」
の
兄
弟
の
敵
討
ち
を
阻
止
す
る
「
対
役
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
 
 

た
。
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
は
、
そ
の
主
題
を
鮮
明
に
す
る
た
め
に
、
兄
弟
の
敵
討
ち
 
 

を
阻
止
す
る
役
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
そ
の
役
を
、
景
季
が
担
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 

景
季
は
、
一
方
で
は
頼
朝
の
側
近
、
当
代
の
歌
よ
み
と
い
う
時
流
に
乗
っ
た
人
物
と
し
 
 

て
、
一
方
で
は
「
和
議
の
者
」
「
曲
者
」
「
え
せ
者
」
と
し
て
兄
弟
の
行
動
を
妨
害
す
る
人
物
 
 

と
し
て
、
二
方
向
の
造
型
を
さ
れ
て
い
る
。
妨
害
す
る
者
が
、
時
流
に
乗
っ
た
有
力
者
 
 

で
あ
る
ほ
ど
、
敵
討
ち
の
障
壁
は
高
く
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
二
方
向
の
人
物
造
型
は
、
 
 

仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
に
と
っ
て
必
要
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

な
ぜ
、
景
季
が
兄
弟
を
阻
止
す
る
役
割
を
担
当
さ
せ
ら
れ
た
の
か
。
史
実
と
し
て
、
 
 

父
景
時
は
御
家
人
を
統
括
す
る
職
に
あ
り
、
景
時
の
譲
吉
は
『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
て
 
 

い
る
。
安
田
義
梁
島
首
の
件
で
、
「
復
害
を
顧
み
、
敢
へ
て
披
露
無
き
の
処
、
梶
原
源
 
 

太
左
衛
門
尉
の
妾
、
夫
景
季
に
語
り
、
又
父
景
時
に
通
ず
。
景
時
将
軍
家
に
言
上
す
」
 
 

と
い
う
記
事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
景
時
同
様
景
季
も
、
御
家
人
た
ち
に
一
目
置
か
 
 

れ
る
存
在
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
慈
円
も
「
風
聞
」
と
し
て
景
季
の
告
げ
口
を
伝
え
て
い
 
 

る
。
文
芸
の
世
界
で
は
、
景
季
が
大
き
く
採
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
『
平
 
 

家
物
語
』
や
『
義
経
記
』
に
義
経
と
対
立
す
る
景
暗
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
特
に
延
 
 

慶
本
『
平
家
物
語
』
で
は
「
憎
ま
れ
役
」
と
し
て
の
景
季
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
 
 

史
料
や
文
芸
的
な
も
の
に
記
さ
れ
た
も
の
と
と
も
に
、
真
名
本
で
は
、
頼
朝
の
言
葉
の
 
 

伝
言
者
と
し
て
、
兄
弟
を
阻
止
す
る
方
向
で
行
動
す
る
景
季
が
聾
場
し
て
い
た
。
そ
れ
 
 

は
頼
朝
の
忠
臣
の
姿
で
あ
っ
た
が
、
時
致
の
怒
り
の
対
象
と
な
り
得
た
。
仮
名
本
『
曾
 
 

我
物
語
』
の
改
作
者
は
、
他
の
文
芸
作
品
で
大
き
く
採
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
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た
景
季
に
着
眼
し
、
物
語
の
主
題
を
深
化
さ
せ
る
ペ
く
、
景
季
に
兄
弟
の
行
動
を
阻
止
 
 

さ
せ
る
の
で
あ
る
。
義
経
に
お
け
る
景
暗
が
、
曽
我
兄
弟
に
お
け
る
景
季
な
の
で
あ
る
。
 
 

そ
れ
は
、
改
作
者
に
と
っ
て
も
読
者
に
と
っ
て
も
何
ら
矛
盾
の
な
い
、
し
か
し
新
し
い
 
 

「
憎
ま
れ
役
」
の
創
出
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

真
名
本
に
登
場
し
た
景
時
は
、
仮
名
本
に
お
い
て
は
な
ぜ
姿
を
消
さ
れ
て
い
っ
た
の
 
 

か
。
い
ま
だ
十
分
な
考
え
を
持
た
な
い
が
、
一
つ
に
は
、
兄
弟
と
の
年
齢
的
な
隔
た
り
 
 

が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
遊
女
を
巡
っ
て
五
郎
と
恋
敵
と
な
る
章
段
が
仮
名
本
に
増
補
さ
れ
 
 

た
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
景
季
の
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
。
ま
た
 
 

一
つ
に
は
、
『
平
家
物
語
』
 
の
「
逆
櫓
」
に
代
表
さ
れ
る
悪
役
景
時
を
踏
ま
え
て
、
子
息
 
 

景
季
に
視
点
を
転
じ
、
「
憎
ま
れ
役
」
を
景
季
一
人
に
集
中
さ
せ
た
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
 
 

の
独
創
性
の
結
果
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
真
名
本
で
は
梶
原
景
時
 
 

・
畠
山
重
患
の
鷹
狩
り
を
巡
る
論
争
が
あ
る
が
、
仮
名
本
に
は
そ
の
記
事
は
載
ら
ず
、
 
 

梶
原
景
季
・
畠
山
重
保
の
鹿
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
や
、
仮
名
本
に
お
け
る
和
田
義
盛
 
 

子
息
、
朝
比
奈
義
秀
の
聾
場
な
ど
、
い
わ
ば
第
二
世
代
の
活
躍
と
も
併
せ
て
考
え
ね
ば
 
 

な
る
ま
い
。
真
名
本
に
お
け
る
景
時
の
、
側
近
と
し
て
、
歌
よ
み
と
し
て
の
人
物
像
は
、
 
 

そ
の
ま
ま
景
季
に
受
け
継
が
れ
、
景
時
は
物
語
か
ら
姿
を
消
さ
れ
た
。
他
作
晶
、
史
料
 
 

等
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
景
時
に
代
表
さ
れ
る
「
悪
役
」
梶
原
氏
は
、
仮
名
本
『
曾
我
物
 
 

語
』
 
で
は
、
景
季
に
代
表
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 

［
注
］
 
 

1
 
真
名
本
テ
キ
ス
ト
は
、
底
本
を
抄
本
寺
本
『
真
名
木
曾
裁
物
語
』
（
昭
和
凶
九
年
・
勉
誠
社
・
影
 
 

印
）
と
し
て
引
用
し
、
大
石
寺
本
（
静
嘉
空
文
庫
蔵
本
）
を
参
照
し
た
。
返
り
点
に
つ
い
て
は
角
 
 

川
源
義
氏
『
■
重
吉
典
籍
卸
本
寺
本
曾
我
物
語
』
（
昭
和
4
4
年
・
角
川
書
店
）
、
訓
読
に
つ
い
て
 
 

は
東
洋
文
庫
『
真
名
本
官
我
物
語
1
・
2
』
（
昭
和
6
2
～
6
3
年
・
平
凡
社
）
を
参
照
し
た
。
 
 

仮
名
本
テ
キ
ス
ト
は
、
底
本
を
十
行
吉
信
手
本
『
日
本
古
典
文
学
大
系
曾
我
物
語
』
（
昭
和
4
1
 
 

年
・
岩
療
育
店
）
と
し
、
引
用
し
た
。
必
要
に
応
じ
、
以
下
の
仮
名
本
譜
本
の
異
同
を
略
号
（
傍
 
 

線
部
）
を
用
い
て
示
し
た
。
対
山
寺
本
『
大
山
寺
本
曾
我
物
語
』
（
昭
和
6
3
年
政
吉
書
院
▲
影
印
）
、
 
 
 

材
考
轄
本
F
伝
承
文
学
贅
料
集
彰
考
棺
本
甘
我
物
語
』
（
昭
和
4
6
～
5
3
年
・
三
酢
井
書
店
「
刑
 
 
 

法
寺
本
『
甘
我
物
語
（
万
法
寺
本
こ
二
昭
和
3
5
年
∴
古
典
文
庫
）
、
期
成
寺
本
（
筑
波
大
草
蔵
本
「
 
 
 

刊
垂
木
『
王
堂
木
曾
戟
物
語
』
（
昭
和
1
4
～
1
5
年
・
岩
痕
文
庫
、
岩
波
書
店
）
、
調
布
本
（
麗
澤
大
 
 

学
硬
・
寛
文
一
一
年
刊
・
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
。
 
 

3
 
是
昨
日
御
堂
供
養
之
問
。
義
資
投
二
覿
蓄
於
女
房
聴
聞
所
一
詫
。
而
癒
二
後
事
。
敢
無
二
披
露
■
之
 
 

処
。
梶
原
源
太
左
街
門
尉
景
季
妻
 
（
号
＝
植
樹
前
一
）
 
語
二
束
景
季
■
。
又
通
二
父
景
時
㌔
 
々
々
 
 
 

貫
■
上
将
軍
家
－
。
仇
被
レ
礼
＝
明
真
偽
【
之
時
。
女
房
等
申
詞
符
号
之
間
。
如
レ
此
云
々
。
（
『
吾
 
 

妻
鏡
』
建
久
四
年
十
一
月
二
十
八
日
粂
）
 
 

4
 
芸
川
町
史
1
資
料
編
古
代
・
中
世
壷
世
m
』
m
～
2
2
2
頁
亭
成
2
年
・
寒
川
町
「
・
鳥
養
直
 
 

樹
氏
は
、
解
説
に
、
徳
夫
寺
家
と
鎌
倉
幕
府
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
、
「
梶
原
一
族
の
歌
や
芸
 
 

能
に
対
す
る
素
養
も
、
こ
の
交
わ
り
の
な
か
で
培
わ
れ
た
」
 
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
 
 

5
 
日
本
古
典
文
学
大
系
F
愚
管
抄
』
補
注
（
巻
第
六
－
二
七
）
に
よ
る
。
 
 

6
 
佐
藤
和
夫
氏
は
、
1
景
時
の
議
書
は
、
幕
政
中
枢
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
本
質
的
に
は
 
 

課
吾
と
は
舌
え
な
い
内
容
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
『
吾
妻
鏡
』
の
景
時
に
関
す
る
 
 

記
述
に
つ
い
て
、
「
政
治
権
力
闘
争
の
意
図
し
た
作
為
か
ら
の
記
述
」
と
さ
れ
る
（
『
日
本
中
世
 
 

水
軍
の
研
究
』
（
平
成
5
年
・
錦
正
社
）
第
一
章
第
五
節
）
。
 
 

7
 
仮
名
本
の
う
ち
、
円
成
寺
本
は
、
■
京
季
が
通
達
し
た
と
す
る
。
 
 

8
 
洋
本
異
同
 
太
・
は
せ
め
ぐ
る
け
し
き
あ
た
り
を
は
ら
ふ
て
ぞ
見
え
し
 
万
・
は
せ
め
ぐ
る
あ
た
 
 

り
を
は
ら
ひ
て
ぞ
見
え
し
 
壬
・
馳
せ
め
ぐ
る
美
々
し
さ
、
あ
た
り
を
は
ら
ひ
て
ぞ
み
え
し
 
 

流
・
は
せ
め
ぐ
る
て
い
の
ぴ
ゞ
し
さ
、
あ
た
り
を
は
ら
ひ
て
ぞ
み
え
し
 
 

9
 
「
曽
我
物
語
在
地
性
の
変
容
と
保
持
∃
畠
山
氏
説
話
を
中
心
と
し
て
⊥
（
「
国
語
と
国
文
学
」
7
2
0
 
 

号
・
昭
和
5
9
年
2
月
）
 
 

1
0
 
「
真
名
本
『
曽
籠
物
語
』
研
究
－
梶
原
氏
概
観
－
こ
「
常
葉
学
園
短
期
大
学
紀
要
」
2
0
号
・
平
成
7
 
 

年
1
1
月
）
 
 

‖
 
諸
本
異
同
 
太
・
さ
ぶ
ら
ひ
の
し
よ
し
に
て
奉
行
を
う
け
給
は
り
け
る
が
 
万
・
さ
ぷ
ら
ひ
の
や
 
 

く
に
て
そ
う
ぷ
ぎ
や
う
た
る
う
へ
み
だ
い
一
の
も
の
に
て
 
王
・
侍
の
所
司
に
て
聡
奉
行
第
一
 
 

の
者
な
れ
ば
 
流
・
さ
ふ
ら
ひ
の
し
よ
し
に
て
そ
う
ぶ
ぎ
や
う
だ
い
一
の
も
の
な
れ
ば
 
 

1
2
 
諸
本
異
同
 
太
・
れ
い
の
わ
ざ
ん
の
も
の
が
 
彰
一
梶
原
と
い
ふ
わ
ざ
ん
物
め
が
 
 

（
付
記
｝
本
稿
は
、
軍
記
と
語
り
物
研
究
会
第
三
〇
八
回
例
会
（
平
成
9
年
1
1
月
於
青
山
学
院
大
学
）
 
 

に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
再
考
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
席
上
、
多
く
の
貴
重
な
ご
 
 

意
見
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
疾
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 

（
こ
い
ど
・
b
り
と
し
 
筑
盛
大
早
大
≠
院
 
文
芸
二
言
語
研
究
科
 
学
生
）
 
 
 


